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第１号様式（第５条関係）

高知県教育委員会事務局中部教育事務所（共催・後援）申請書

年　　月　　日

高知県教育委員会事務局
中部教育事務所長　様

団　　体　　名　
所　　在　　地　
代表者職・氏名　
代表者生年月日　

高知県教育委員会共催及び後援事業承認事務取扱要領第４条の規定に該当する事業を下記の内容で実施しますので、同要領第５条第１項の規定に基づき（共催・後援）を申請します。
記

	事業の名称
	

	開催日時
（期間）
	　　　年　　月　　日（　）　　　　　　　年　　月　　日（　）～

午前・午後　　　時　　分　　　　　午前・午後　　　時　　分

	開催場所
	

	目的及び内容
	

	主催団体名
	

	他の共催・
後援団体
	

	入場料等
	

	参加見込者数
	

	連絡責任者
及び連絡先
	

	備考
	


※　裏面にも要記載箇所等がありますので必ずご記載ください。

裏面

＜申請時の確認事項、注意点等＞
１　事業を実施する際及びその前後において、特定の団体の利益を目的とした活動（宣伝、勧誘等）が行われることが認められる場合は、共催又は後援の承認を行うことができない場合がありますので、ご注意をお願いします。
[image: ]２　高知県教育委員会共催及び後援事業承認事務取扱要領（４(４)において「要領」という。）別表２の備考の規定により、事業内容が、広く公衆に自らの主義主張を伝えるもの（講演会、講座等）であって、多様な意見を排除しないと判断できるものについては、事業内容についての承認基準２に該当するものとしています。下記の事項に全て該当する場合、多様な意見を排除しないものと認められますので、該当するものの□内にチェックマーク（レ）を記入又はクリックして入力してください。
なお、下記の事項に全て該当しないものの、他の多様な意見を排除しない手段又は方法を実施する場合には、表面備考欄にその旨及び実施する他の手段又は方法について具体的に記入ください。
□　講演会、講座等の事業において伝える主義主張と異なる主義主張を有する可能性があるといった理由のみで、参加を制限する等しない。
□　参加者が意見を表明することができる機会（質疑応答を含む。）を設けている。
３　表面の各欄はできる限り詳細に記入してください。また、共催の申請を行う場合は、表面備考欄に高知県教育委員会に求める役割、責任等の範囲を記入してください。表面備考欄中に収まらない場合は、別紙に記入してください。なお、記載内容が不明瞭である場合は、申請書を受理できないことがありますので、ご注意ください。
４　申請書に次に掲げる書類を添えて提出してください。
(１)　イベントの具体的な内容についての資料（開催要項、企画書、チラシ等）
(２)　主催団体の活動についての資料（団体の規約、役員名簿、今までの活動内容概略等）（主催団体につき初回の申請である場合）
(３)　収支予算書（入場料等を徴収する場合）
(４)　要領別表３の映像作品の承認基準を満たしていることを証する書類（映画等の映像作品の上映を伴う事業である場合）
５　申請書は名義使用（高知県教育委員会事務局中部教育事務所の共催又は後援の名義を使用した文書、ポスター等の印刷作業を含む。）開始の14日前までに提出してください。
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